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畵
伯
に
今
年
の
白
馬
會
展

會
に
關
す
る

感
を
問
ふ

黑
田
氏
曰
一
體
に
若
手
が
甘
く
な
つ
た
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會
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會
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思
ひ
ま
す
ね
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者
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た
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氏
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度
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會
に
は
畵
が
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見
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く
い
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云
ふ
非
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ら
種
々
な

が
あ
る

だ
が
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の
私
設
展

會
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
は
繪
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す
塲

を
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へ
て
新
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新
し

き
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作
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表
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せ
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も

務
の
一
つ
だ
と
思
ふ
畵
の
多
い

や
な
に
か
は
人
に
依
て
は
幾
許
澤
山
列
ん
で
居
た
つ
て

も
特
に
或
る
畵
を
離
し
て
孤
立
さ
し
て
見
て
吳
れ
る
人
も
あ
る
が
塲

の
事
に
就
て
は
例
へ
ば
ま
だ

設
展

會
へ
出

す
ま
で
に
至
ら
ぬ
若
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の
作
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た
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つ
た
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せ
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云
ふ

な
事
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あ
る
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作
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目
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き
に
は
も
つ
と
點
數
を
减
ら
し
て
體
裁
の
よ
い
も
の
を
開
く

の
出
來

る
時
期
が
來
る
か
も
知
れ
ぬ

も
一
つ
私
設
の
特
色
は
畵
題
の
突
飛
な

も
の
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之
へ
ば
熊
谷
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轢
死
」の

な
も
の
も
時
代
の
慣
例
と
云
ふ

も
の
か
何
か
知
ら
ぬ
が

た
其
慣
例
の
善
し
惡
し
は
別
問
題
と
し
て
兎

も
角
あ
ん
な
畵
は
何
處
の
國
で
も

た
何
時
の
時
代
で
も

設
の
展

會
で
は
屹
度
は
ね
る
こ
と
に
な
つ
て
居
る
斯
ん
な
も
の
は
私
設
展

會

で
な
く
て
は
出
す
こ
と
が
出
來
ぬ

是
等
の
こ
と
が
私
設
展

會
の
必

な
處
だ

『
美
術
新
報
』九
八 

明
治
四
三
年
六
月
一
日

本
文
献
中
に
登
場
す
る
熊
谷
守
一
の《
轢
死
》（
熊
谷
守
一
美
術
館
蔵
）は
白
馬
会
第

一
三
回
展（
明
治
四
三
年
五
月
一
〇
日

六
月
二
〇
日
）発
表
時
に
注
目
を
集
め
た
ら
し
く

明
治
四
三
年
五
月
二
六
日
付『
国
民
新
聞
』に
は
「
画
題
に
な

た
轢
死
美
人 

天

才
画
家
苦
心
の
製
作
」と
し
て
熊
谷
の
談
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る

同
記
事
に
は

《
轢
死
》が
第
二
回
文
展
に
出
品
す
る
も
拒
絶
さ
れ
た
旨
が
記
さ
れ
本
文
献
の
黒

田
の
発
言
と
も
対
応
す
る

熊
谷
の《
轢
死
》に
つ
い
て
は
小
泉
淳
一「
3
つ
の
死
」

（
茨
城
県
近
代
美
術
館『
へ
た
も
絵
の
う
ち
展
覧
会 

熊
谷
守
一
も
の
が
た
り
』図
録 
平
成

一
四
年
七
月
）
同「
象
徴
主
義
の
つ
む
じ
風
吹
く－

青
木
繁
と
熊
谷
守
一
の
青
春
時

代
」（『
茨
城
県
近
代
美
術
館
研
究
紀
要
』一
〇 

平
成
一
五
年
三
月
）を
参
照

熊谷守一《轢死》　熊谷守一美術館蔵
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